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Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s

セ
ラ
ミ
タ
株
式
会
社
玉

城
工
場
は
、
工
場
用
地

の
造
成
と
新
工
場
の
建
設
を
行

う
こ
と
に
な
り
３
月
30
日
、
県

庁
に
お
い
て
立
地
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
同
社
の
岡
田
哲
夫

社
長
を
は
じ
め
、
野
呂
昭
彦
三

重
県
知
事
、
中
瀬
信
一
町
長
の

３
者
が
出
席
し
協
定
書
に
調
印

し
ま
し
た
。

工
場
用
地
の
造
成
は
、
現
工

場
の
東
北
部
に
位
置
す
る
８
万

６
２
９
２
平
方
�
で
、
総
敷
地
面

積
は
約
10
万
５
３
０
０
平
方

と
な
り
、
現
在
の
約
５
倍
の
広

さ
に
拡
張
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
工
場
は
鉄
骨
４
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
約
３
万
４

０
０
０
平
方
　
。
事
業
内
容
は

京

19
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
、
４
月
上
旬
の
期
間
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
、
桜
を
愛
で
る

町
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
桜
ま
つ
り
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
は
４
月
２
日
（
日
）
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
雨

天
に
よ
り
抽
選
会
や
緑
化
推
進

の
苗
木
配
布
の
ほ
か
は
す
べ
て

中
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
１
日
、
８
日
の

土
曜
日
、
天
守
跡
で
行
わ
れ
た

自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
玉
丸
城

太
鼓
が
花
を
添
え
、
花
見
見
物

の
み
な
さ
ん
も
し
ば
し
足
を
止

め
て
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第

京
セ
ラ
ミ
タ
（
株
）

用
地
造
成
、新
工
場
建
設

立
地
協
定
書
調
印
へ

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
ト
ナ
ー
な

ど
の
情
報
機
器
用
消
耗
品
の
製

造
で
す
。
投
資
予
定
額
は
約
80

億
円
で
、
平
成
19
年
１
月
着
工
、

12
月
操
業
開
始
を
目
指
し
、
従

業
員
を
５
５
０
人
程
度
ま
で
拡

大
す
る
予
定
で
す
。

●
今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
に
つ
い
て

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
は
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
あ
ら
た
め
て
出
品
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

メー
トル

注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

メー
トル

メー
トル
メー
トル

メー
トル

左から、中瀬町長、岡田社長、野呂知事

桜
舞
う
　
天
守
跡
に
ぎ
わ
う

第
19
回
町
桜
ま
つ
り
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城
町
消
防
団
は
最
高
位

の
彰
と
さ
れ
る
平
成
17

年
度
「
消
防
庁
長
官
表
彰
」
を

こ
の
程
受
け
３
月
22
日
、
舌
古

団
長
が
中
瀬
町
長
を
訪
れ
報
告

を
し
ま
し
た
。

「
消
防
庁
長
官
表
彰
」
の
伝

達
は
同
月
21
日
、
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
三

重
県
消
防
大
会
の
席
上
で
、
野

呂
知
事
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
の
取
り
組
む
、
災

害
防
除
や
女
性
消
防
団
を
は
じ

め
と
す
る
消
防
力
の
強
化
が
認

め
ら
れ
、
先
の
指
揮
広
報
車
に

次
い
で
受
け
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
県
消
防
大
会
で
は
、

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
三
重
県
知
事
表
彰
消
防
精
勤
章

分
団
長
　
中
村
元
紀

分
団
長
　
山
下
健
一

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
精
績
章

分
団
長
　
松
田
栄
二（

敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
か
ら
紫
紺
の
表
彰
旗
を
授
与

玉
城
町
消
防
団

玉

教
育
委
員
会
町
史
編へ

ん

纂
室

さ
ん
し
つ

で
は
３
月
31
日
、

史
料
集
「
萬
歳
留

ま
ん
ざ
い
ど
め

第
１
集
」（
９

３
２
頁
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

こ
の
萬
歳
留
は
、
山
神
の
大

庄
屋
（
勢
州
田
丸
領
約
２
４
８

カ
村
の
庄
屋
の
ま
と
め
役
）、
山

神
組
大
庄
屋
　
中
村
大
蔵
（
幕

末
期
の
中
村
大
蔵
）
が
元
禄
時

代
（
17
世
紀
末
）
か
ら
、
嘉
永

時
代
末
（
19
世
紀
半
）
ま
で
の

諸
記
録
を
計
38
巻
に
ま
と
め
た

貴
重
な
記
録
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

採
録
文
書
は
当
時
の
農
民
や

町
人
の
願
書
、
庄
屋
の
上
申
書
、

大
庄
屋
の
口
上
書
、
代
官
・
奉
行

か
ら
の
通
達
、
紀
州
藩
主
や
勘

定
奉
行
・
勢
州
奉
行
か
ら
の
指

示
書
な
ど
、
江
戸
時
代
の
当
玉

城
町
、
多
気
町
、

大
台
町
、
大
紀
町
、

南
伊
勢
町
各
町
の

農
村
事
情
が
リ
ア

ル
に
描
写
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
疲

弊
し
た
、
ま
ち
、

む
ら
の
状
況
が
目

の
当
た
り
に
再
現
さ
れ
る
よ
う

な
迫
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
。

こ
の
萬
歳
留
の
原
本
は
、
現

在
、
元
の
所
蔵
者
中
村
家
か
ら
、

神
宮
文
庫
に
移
り
、
手
厚
く
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、
神
宮
文

庫
で
複
写
し
、
こ
れ
を
も
と
に

史
料
と
し
て
編
纂
室
で
解
読

（
監
修
海
住
春
弥
氏
）。
そ
の
釈

文
を
記
載
し
た
の
が
今
回
発
行

し
た
史
料
集
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
大
正
時
代
初
期
、

ご
く
一
部
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
公
開

の
内
容
で
、
当
地
域
の
江
戸
時

代
の
歴
史
解
明
に
大
い
に
意
義

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

同
編
纂
室
で
は
、
昨
年
の
玉

城
町
史
下
巻
、
近
世
史
料
集
第

一
巻
に
続
く
も
の
で
、
引
き
続

き
萬
歳
留
は
第
４
集
ま
で
、
残

る
史
料
と
と
も
に
、
全
６
巻
を

発
刊
す
る
計
画
で
す
。

町 農
村
事
情
が
リ
ア
ル
に
描
写

史
料
集
「
萬
歳
留
第
１
集
」
発
刊

価格は１冊1800円。
詳しくは、町史編纂室　TEL（58）8885へお問
い合わせください。（木・土曜日の午後のみ）、
その他、町教育委員会　TEL（58）8212へ。

表彰旗を手に報告する舌古団長表彰旗を手に報告する舌古団長
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勢
警
察
署
蚊
野
警
察
官

駐
在
所
は
、
老
朽
化
に

よ
り
こ
の
ほ
ど
、
梅
が
お
か
児

童
館
横
へ
移
転
し
、
３
月
27
日

か
ら
新
た
に
原
恭
介
巡
査
部
長

が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

改
築
さ
れ
た
駐
在
所
は
、
室

内
に
相
談
室
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
ト
イ
レ
な
ど
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
生
活
者
起
点
の
作
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
さ
ん
は
、
伊
勢
署
内
異
動

に
よ
り
神
社

か
み
や
し
ろ

駐
在
所
か
ら
異
動
。

今
回
で
９
カ
所
目
の
駐
在
所
勤

務
に
な
る
そ
う
で
、「
地
域
に
早

く
と
け
込
み
地
理
を
覚
え
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
そ
の
た

め
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
欲

し
い
」
と
、
39
年
の
ベ
テ
ラ
ン

警
察
官
ら
し
く
話
し
て
み
え
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
、
伊
勢
警
察
署

管
内
で
は
、
９
つ
の
駐
在
所
が

な
く
な
り
、
近
く
で
は
城
田
駐

在
所
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

玉
城
町
内
の
駐
在
所
担
当
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
田
丸
駐
在
所

T
E
L
（
５
８
）
３
０
１
６

田
丸
、
佐
田
（
三
ツ
橋
を
除
く
）

■
蚊
野
駐
在
所

T
E
L
（
５
８
）
２
０
０
６

外
城
田
、
下
外
城
田
地
区

■
有
田
駐
在
所

T
E
L
（
５
８
）
４
４
２
１

有
田
地
区
、
城
西
地
区

3

蚊
野
駐
在
所

梅
が
お
か
児
童
館
横
へ
移
転

伊

Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s

至 

原 

外
城
田
小
学
校 

至 

田
丸 

県道伊勢多気線 

旧駐在所 

JA伊勢 
外城田店 

梅がおか児童館 

蚊野駐在所 

町
内
司
法
書
士
３
人
に
記
念
品
贈
呈

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
る
町
内

の
司
法
書
士
の
皆
さ
ん
に
３
月

28
日
、
町
長
か
ら
感
謝
の
言
葉

と
共
に
記
念
品
を
お
送
り
し
、

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
町
内
の
司
法
書
士
は
、

北
林
信
弘
さ
ん
、
太
田
陽
子
さ

ん
、
松
澤
加
重
子
さ
ん
。
偶
数

月
の
第
２
火
曜
日
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
、
町
保
健
福
祉
会

館
の
相
談
室
で
無
料
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
状
況

は
、
29
件
の
相
談
が
あ

り
、内
容
別
で
は
相
続
、

土
地
に
関
す
る
相
談
が

ボ

そ
れ
ぞ
れ
６
件
、
債
権
に
関
す

る
こ
と
が
５
件
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
も
、
引
き
続

き
ご
相
談
に
お
応
え
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
町
生
活

福
祉
チ
ー
ム
　
T
E
L
（
５
８
）

８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

注目の話題ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

赴任された原巡査部長

左から、中瀬町長、松澤さん、太田さん、北林さん

●相談日

と き：偶数月の第２火曜日

ところ：町保健福祉会館
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丸
保
育
所
で
は
、
３
月

の
暖
か
い
日
、
年
長
さ

ん
と
の
お
別
れ
散
歩
に
幼
児
組

全
員
が
一
緒
に
な
っ
て
出
か
け

ま
し
た
。

城
山
の
梅
林
を
通
り
か
か
る

と
プ
ー
ン
と
、
梅
の
花
の
い
い

匂
い
が
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は

し
ば
し
足
を
止
め
見
と
れ
て
い

ま
し
た
。

年
長
さ
ん
に
手
を
つ
な
い
で

も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
途

中
休
憩
の
と
き
、
年
長
さ
ん
に

お
菓
子
の
袋
を
開
け
て
も
ら
い
、

と
っ
て
も
嬉
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
と
食
べ
る

お
や
つ
は
格
別
の
味
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

優
し
い
春
の
息
吹
を
感
じ
な

が
ら
、「
あ
っ
、
み
ー
つ
け
た
」

と
つ
く
し
の
坊
や
や
四
ツ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
し
な
が
ら
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
お
散
歩
は
、

心
に
残
る
思
い
出
と
な
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

目
的
地
の
お
城
広
場
に
つ
い

た
ら
ち
ょ
う
ど
お
昼
で
、
給
食

を
青
空
の
下
で
食
べ
ま
し
た
。

お
う
ち
の
人
に
握
っ
て
も
ら
っ

た
お
い
し
そ
う
な
お
に
ぎ
り
と

給
食
を
あ
っ
と
い
う
間
に
た
い

ら
げ
て
い
ま
し
た
。

食
後
は
、
大
き
い
子
も
小
さ

い
子
も
入
り
混
じ
っ
て
芝
生
の

土
手
す
べ
り
や
じ
ゃ
ん
け
ん
遊

び
で
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
た
。

異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
が
触

れ
合
っ
て
遊
ぶ
姿
を
見
か
け
な

く
な
っ
た
昨
今
、
意
識
的
に
交

流
を
持
ち
、
一
緒
に
過
ご
し
て

得
た
も
の
は
、
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
行
事
と
活
動

保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
行
事
や
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
別
れ
散
歩

『
お
弁
当
を
食
べ
た
よ
』

田
丸
保
育
所

田

町立保育所園庭開放のご案内
日時 ５月17日　第３水曜日　午前中
場所 各町立保育所
お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

教
育
委
員
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
は
、
玉
城

郵
便
局
、
東
外
城
田
郵
便
局
が

協
力
し
て
子
ど
も
の
安
全
確
保

に
努
め
る
「
走
る
子
ど
も
１
１

０
番
」
の
覚
書
調
印
式
を
３
月

24
日
、
同
教
育
委
員
会
で
行
い

ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
町
教
育
委
員

会
教
育
長
の
ほ
か
、
両
郵
便
局

長
ら
が
出
席
。
４
者
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。

町

子
ど
も
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
な
か
で
、
郵
便
局
員
が

職
務
中
に
、
事
件
に
遭
遇
し
た

り
、
そ
の
恐
れ
の
あ
る
不
審
者

を
発
見
し
た
場
合
に
、
１
１
０

番
へ
通
報
し
た
り
、「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
へ
送
り
届
け

る
こ
と
な
ど
が
、
活
動
の
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
局
が
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
協
力

町
教
委
と
覚
書

覚書を交わす
左から、東外城田郵便局長、玉城郵便局長
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▼
玉
城
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
公
布

に
よ
り
、
市
町
村
に
お
け
る
国
民
保
護
協

議
会
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
規
定

を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

前
条
例
と
同
様
、
市
町
村
に
お
け
る
国

民
保
護
対
策
本
部
、
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
規
定

を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

（
国
民
保
護
法
に
つ
い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ

を
参
照
）

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

近
隣
市
町
の
学
校
歯
科
医
・
薬
剤
師
、

保
育
所
歯
科
医
の
報
酬
に
つ
い
て
、
地
域

間
格
差
是
正
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
料

表
の
変
更
な
ど
、
18
年
４
月
か
ら
適
用
と

な
る
部
分
に
つ
い
て
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
条
文
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
、
お
よ
び
第

３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
円
滑
な
運

営
、
保
険
料
、
そ
の
他
必
要
事
項
に
つ
い

て
定
め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

（
介
護
保
険
法
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
同
紙
３
月
号
・
４
月

号
を
参
照
）

▼
玉
城
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
度
会
郡
公
平
委
員
会
の
共
同
設
置
の
廃

止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
の
進
展
に
よ
る
町
村
数
の

平
成
18
年
　
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

●
武
力
攻
撃
事
態
等
に
備
え
た
協
議
会
条
例
、
対
策
本
部
等
条
例
の
制
定

●
平
成
18
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
予
算
案
　
可
決

平
成
18
年
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
３
月
６
日
、
開
会
さ
れ
、
国
民
保
護
法
に
関
連
す
る
条
例
整
備
、
市
町
村
合
併
・
権
限
移

譲
に
よ
る
各
種
協
議
事
項
の
ほ
か
、
平
成
17
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
を
上
程
。
最
終
日
、
財
産
処
分
、
平
成

17
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
も
追
加
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ひと + まち + くらし 
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減
少
に
よ
り
、
郡
単
位
で
の
公
平
委
員
会

の
共
同
設
置
が
非
効
率
と
な
り
、
運
営
も

難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
度
会
郡
公
平
委

員
会
の
共
同
設
置
を
廃
止
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
の
共
同
設
置

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

前
案
に
関
連
し
て
、
県
下
の
地
方
公
共

団
体
が
共
同
で
公
平
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
運
営
と
有
識
委

員
の
人
材
確
保
が
容
易
に
な
り
、
専
門
的

な
人
事
機
関
と
し
て
、
公
平
・
公
正
な
運

営
が
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
三
重
県
市

町
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
度
会
郡
指
導
主
事
の
共
同
設
置
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

本
年
３
月
31
日
で
県
教
育
事
務
所
が

本
庁
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

４
月
１
日
に
玉
城
町
、
度
会
町
、
大
紀

町
お
よ
び
南
伊
勢
町
が
指
導
主
事
の
共

同
設
置
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
規
約
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
組
合
構
成
市
町

村
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
組
合
規
約
が

改
正
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
構
成
市
町
村
に

変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
機
構
の
規
約
を
改

正
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
度
会
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ

い
て公

社
役
員
の
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

変
更
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

下
水
道
事
業
会
計
予
算

各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
「
会
計

別
平
成
18
年
度
予
算
お
よ
び
前
年
度
比
較

表
」（
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

●
一
般
会
計
予
算
と
人
口
の
推
移

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 
0

10

20

30

40

50
億 

41
億
８
４
４
万
円 

42
億
６
９
１
０
万
円 

43
億
８
４
５
７
万
円 

39
億
３
９
０
万
円 

40
億
７
０
４
０
万
円 

14,648人 
14,852人 14,959人 14,974人 15,034人 

●
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
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【
追
加
】

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

町
が
所
有
す
る
野
篠
字
又
兵
衛
７
０
６

番
、
お
よ
び
蚊
野
字
池
の
尻
２
１
１
７
番

の
野
篠
池
　
８
８
７
１
㎡
に
つ
い
て
、
工

場
用
地
と
し
て
、
１
３
３
０
万
６
５
０
０

円
で
　
京
セ
ラ
ミ
タ
株
式
会
社
（
大
阪
市

中
央
区
玉
造
１
丁
目
２
番
２
８
号
）
へ
処

分
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

年
度
末
を
迎
え
各
予
算
科
目
に
お
い
て

調
整
を
し
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
９
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

41
億
９
２
２
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
の
主
な
も
の
は
、

町
民
法
人
税：

町
内
企
業
の
良
好
な
業
績

か
ら
４
３
０
０
万
８
０
０
０
円
の
増
額
な

ど
、
町
税
全
体
で
５
５
９
７
万
４
０
０
０

円
の
増
額
。

国
県
支
出
金：

地
方
道
路
整
備
事
業
臨
時

交
付
金
５
５
０
万
円
の
減
額
を
は
じ
め
、

各
事
業
の
精
査
に
よ
る
減
額
で
、
国
県

合
わ
せ
て
１
５
７
５
万
８
０
０
０
円
の

減
額
。

地
方
債：

事
業
精
査
に
よ
る
減
額
で
１
１

５
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費：

総
務
管
理
費
で
早
期
退
職
に
伴

う
特
別
負
担
金
２
７
３
３
万
６
０
０
０
円

の
計
上
、
財
産
管
理
費
で
来
年
度
以
降
の

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
２
８
０
０
万
円
の
積
立
。

民
生
費：

社
会
福
祉
費
で
、
介
護
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
３
０
２
２
万
７
０
０

０
円
を
増
額
し
、
清
算
に
基
づ
く
度
会
Ⅰ

部
介
護
保
険
事
務
組
合
負
担
金
１
６
６
４

万
４
０
０
０
円
を
減
額
。

農
林
水
産
費：

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
の
減
額
な
ど
、
事
業
精
査
に

よ
り
減
額
。

商
工
費：

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
２
４
２
万
２
０
０
０
円
の
増
額
。

土
木
費：

地
方
道
路
整
備
交
付
金
事
業
な

ど
の
減
額
に
よ
り
、
全
体
で
３
２
８
８
万

７
０
０
０
円
の
減
額
。

消
防
費：

広
域
消
防
委
託
料
の
減
額
な
ど

で
、
３
１
２
万
２
０
０
０
円
の
減
額
。

諸
支
出
金：

病
院
事
業
・
介
護
老
人
保
健

施
設
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
７
６

３
５
万
円
増
額
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
事
業
が
完
了
し
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
費
の
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
で
３

５
０
万
円
、
土
木
費
の
道
路
新
設
改
良
事

業
で
２
１
０
０
万
円
、
地
方
道
路
整
備
交

付
金
事
業
で
１
０
０
０
万
円
、
諸
支
出
金

で
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
１
４
５

０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
翌
年
度
（
平
成
18
年

度
）
へ
繰
越
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
７
７
万
６
０

０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
10
億
３
７
４
４

万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
不
足
額
４
２

０
９
万
１
０
０
０
円
を
運
営
補
助
金
と
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
中
心
に
、

収
入
支
出
と
も
７
６
４
万
４
０
０
０
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
５
億
５
４
０
５
万

９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
、
１
３

３
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
９
２
７
万
３

０
０
０
円
に
、
支
出
で
胃
カ
メ
ラ
の
購
入

費
用
な
ど
２
５
６
万
８
０
０
０
円
を
増
額

し
１
４
８
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
営
業
収
益
な

ど
で
４
５
８
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
２

億
９
９
７
３
万
７
０
０
０
円
に
、
支
出
で

営
業
費
用
な
ど
１
３
５
０
万
４
０
０
０
円

を
減
額
し
２
億
４
０
１
４
万
６
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
、
拡
張

工
事
負
担
金
収
入
な
ど
６
３
８
万
１
０
０

０
円
を
減
額
し
１
１
５
０
万
２
０
０
０
円
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に
、
支
出
で
建
設
改
良
費
な
ど
２
５
９
８

万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
１
億
２
５
２
１

万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

繰
上
償
還
に
伴
う
精
算
、
一
時
借
入

利
子
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
40
万
２
０
０
０
円
を
減
額

し
、
総
額
４
２
０
７
万
９
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
９
７
万
６
０

０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
10
億
２
４
７
万

３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
介
護
老
人
保
健

施
設
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
施
設
事
業
収

益
を
５
７
０
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、
３

億
３
４
３
９
万
６
０
０
０
円
に
、
支
出
で

施
設
事
業
費
用
な
ど
２
６
１
５
万
５
０
０

０
円
を
減
額
し
、
３
億
４
４
４
０
万
４
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
で
、
３
５
６
万
９

０
０
０
円
減
額
し
、
５
１
０
０
万
９
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
山
村
振
興
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
43
万
１
０
０
０
円

を
減
額
し
、
総
額
６
１
８
３
万
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
２
１
３
万
１

０
０
０
円
を
増
額
し
１
億
９
２
３
万
３
０

０
０
円
に
、
支
出
で
１
０
５
０
万
３
０
０

０
円
を
減
額
し
１
億
５
７
９
３
万
９
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
支
出
で
、

３
７
８
０
万
５
０
０
０
円
を
減
額
し
そ
れ

ぞ
れ
５
億
２
１
５
万
４
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
４
万
８
０
０

０
円
を
減
額
し
、
総
額
１
億
８
６
１
２
万

１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
８
６
万
３
０

０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
４
億
２
９
９
０

万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

  

◆一般会計 166,500

◆特別会計 849,591 
△ 1,378 
12,874 
△ 600 
32,147 
765,502 
41,046

◆企業会計 871,682 
37,685 
57,154 

△ 58,661 
835,504 
1,887,773 
627,529 
1,260,244

4,070,400

3,002,040 
7,197 

984,908 
61,100 
173,669 
765,502 
1,009,664

2,721,152 
606,669 
462,294 
376,146 
1,276,043 
9,793,592 
978,708 
8,814,884

3,903,900
会　計　別 比較 平成18年度 平成17年度 

2,152,449 
8,575 

972,034 
61,700 
141,522 

－ 
968,618

1,849,470 
568,984 
405,140 
434,807 
440,539 
7,905,819 
351,179 
7,554,640

 
住宅新築資金等貸付事業 

老人保健事業 
山村振興事業 

農業集落排水事業 
介護保険事業 

国民健康保険事業 

 
病院事業 
水道事業 

介護老人保健施設事業 
公共下水道事業 
合　　　計 
重　複　額 
　純　　　計 

＊合計には、一般会計諸支出金など各企業会計へ繰り出しされる金額が重複しています。 

（単位：千円） ●会計別平成18年度予算および前年度比較表
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「
平
成
18
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予
算

町
長
提
案
説
明
」
か
ら

平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
骨
格

予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
、
前
年
対
比
４
・
２
６
％

増
の
歳
入
歳
出
総
額
40
億
７
０
４
０
万
円

の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
も
に
増
と
な
っ
た
要
素
は
、
企
業
誘

致
（
京
セ
ラ
ミ
タ
拡
張
）
に
関
連
し
た
周

辺
公
共
施
設
の
整
備
費
２
億
円
で
、
特
殊

な
要
因
を
除
け
ば
、
前
年
対
比
０
・
８

６
％
減
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
順
調
な
伸
び
を

示
し
、
町
税
全
体
で
８
・
２
７
％
増
の

20
億
６
９
６
３
万
３
０
０
０
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
地
方
譲
与
税
は
、「
三
位

一
体
の
改
革
」
に
伴
い
税
源
移
譲
さ
れ

た
所
得
譲
与
税
に
よ
り
増
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度

比
８
・
１
％
減
の
４
億
７
８
０
０
万
円

に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
特
殊
事
情
（
企
業
誘
致
）
の
た
め
財

政
調
整
基
金
か
ら
２
億
円
を
繰
り
入
れ

て
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
継
続

事
業
の
玉
城
中
学
校
空
調
整
備
事
業
を
国

庫
債
務
負
担
行
為
に
よ
り
２
カ
年
間
の
事

業
と
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
合
併
浄
化
槽

設
置
事
業
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

事
業
な
ど
の
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
骨

格
予
算
の
な
か
で
、
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

制
度
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し

て
は
、
児
童
手
当
の
支
給
年
齢
が
小
学
校

第
３
学
年
か
ら
６
学
年
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
平
成
18
年
度
　

一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

ひと + まち + くらし 

本
町
議
会
で
「
国
民
保
護
協
議
会
条

例
」、
お
よ
び
「
対
策
本
部
」
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
法
の
意
味

と
ま
ち
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
国
民
保
護
法
と
は
・・・・・

平
成
16
年
６
月
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
わ
が
国
が
武
力

攻
撃
を
受
け
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
か
の
基
本
方
針
や
、
国
、
県
、
市
町

村
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の

か
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第
１
条
に
は
、
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
　

お
よ
び
財
産
の
保
護

②
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
責
務

③
国
民
の
協
力
、
住
民
の
避
難
に
関
す
　

る
措
置
な
ど
へ
の
対
処

ま
た
、
第
32
条
に
基
づ
く
国
の
指

針
に
「
国
民
保
護
計
画
」
を
、
平
成
18

年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
協
議
会
と
対
策
本
部
の
設
置
・・・・・

町
の
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す
る
場
合

に
は
、
条
例
で
定
め
る
協
議
会
に
諮
り
策

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を

実
施
す
る
場
合
に
は
、
国
民
保
護
対
策
本

部
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
、
本
定
例
会
で
条
例
化
さ
れ
、

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
知
事
と
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
町
議
会
に

報
告
し
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
保
護
法
と
ま
ち
の
役
割
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平成18年
第1回玉城町議会定例会

  

3億6835万6000円 恵まれた環境を生かす　まちづくり 

菊狭間環境整備組合（ゴミの収集）・伊勢広域環境組合（ゴミの
焼却・し尿処理・斎場）などの負担金経費 

181,670保健衛生住民関係経費 

太陽光発電システム設置補助事業経費 3,200太陽光発電事業経費 

農業集落排水事業特別会計への繰出金 38,139農業集落排水事業会計支出金経費 

公共下水道事業会計への繰出金 78,469公共下水道事業会計支出金経費 

11億4756万0000円 安心して暮らせる　まちづくり 

福祉バスの運行事業委託金、町社会福祉協議会運営補助金、ふ
れあいまちづくり事業補助金等の経費 

20,866社会福祉協議会経費 

玉城町国民健康保険、老人保健、介護保険特別会計への繰出金
等経費 

267,209福祉関係特別会計繰出金経費 

児童手当認定及び給付事務経費 93,357児童手当経費 

障害者の方の社会参加を促進するための補装具の交付・修理、
施設入所通所、自動車の改造助成等国・県の補助を受けて行っ
ている障害者に対する事業経費 

75,621障害者保護経費 

広域消防委託料等 165,583常備消防経費 

玉城病院事業会計への繰出金 74,622病院会計等支出金経費 

1億9610万4000円 地域文化の薫りたつ　まちづくり 

教育委員会事務局が管理する小学校経費 32,319小学校管理経費 

教育委員会事務局が管理する中学校経費 14,982中学校教委管理経費 

玉城中学校空調設備工事にかかる経費 30,000中学校建設経費 

ＩＴサポートセンター、中央公民館の管理・運営経費 14,066中央公民館経費 

4億7975万5000円 活気あふれる　まちづくり 

県営農道,県営かんがい排水事業,県営経営体育成基盤整備事
業に係る経費を一部負担し農業の基盤整備を促進する経費 

69,085県営関連事業 

商工会が行う小規模事業者の経営・技術の改善発達のため支援
事業や地域商工振興事業に係る商工会経費に対する補助経費 

8,000商工会経費 

山村振興特別会計への費用補充のための繰出金 20,854山村振興特別会計繰出金経費 

工場規模拡大に伴う地域の道路等整備事業経費 200,353工場周辺整備事業 

町道の維持補修経費 27,537道路維持修繕事業 

町道の新設改良経費 44,893道路新設改良町単事業 

緊急地方道路整備事業で実施する町道中楽朝久田線の道路整
備経費 

47,671地方道路整備交付金事業 

18億7862万5000円 計画推進のために（人件費等） 

議員15人に係る人件費及び議会活動に要する経費 54,041議会運営経費 

ケーブルテレビの番組制作、文字放送等運営事業経費 10,637ケーブルテレビ事業 

月1回発行する広報紙の発行経費 4,180広報紙発行経費 

17年度末の地方債現在高見込（4,757百万円）に係る当該年度
の元金償還、利子、一時借入金の利子などの経費 

452,572公債費償還経費 

本年度予算額 
単位：千円 事　業　内　容 事　業　名　称 

●一般会計主な事業一覧
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平
成
16
年
度
決
算
の
分
析
結
果

財 政

公 表 まちの家計簿

■
財
政
力
（
財
政
力
指
数
）・・・・・

財
政
力
指
数
は
、
標
準
的
な
行
政
を
行

う
場
合
に
必
要
な
財
源
を
１
と
し
て
、
ど

の
程
度
、
自
前
の
税
収
入
な
ど
で
ま
か
な

え
る
か
を
示
し
ま
す
。

当
町
は
、
町
内
企
業
な
ど
の
良
好
な
業

績
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
順
調
な
伸
び
を
見

せ
て
、
０
・
６
９
と
類
似
団
体
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
企
業
誘
致
な

ど
を
行
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
、
行
政
の
効
率
化
、
税
な
ど
の
徴
収
強

化
を
図
り
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■
財
政
構
造
の
弾
力
性
（
経
常
収
支
比

率
）・・・・・

経
常
収
支
比
率
は
、
比
率
が
低
い
と
財

政
に
弾
力
性
が
あ
り
、
高
い
と
財
政
が
硬

直
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

内
部
経
費
の
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

医
療
費
等
の
増
加
に
よ
り
上
昇
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
改
善
に
努
め

ま
す
。

■
公
債
費
負
担
の
健
全
度
（
起
債
制
限

比
率
）・・・・・

起
債
制
限
比
率
は
、
財
政
の
長
期
安

定
性
を
示
す
も
の
で
、
15
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
と
警
戒
ラ
イ
ン
と
さ
れ
、
借

入
の
返
済
に
充
て
ら
れ
た
額
が
、
財
政

規
模
に
対
し
ど
れ
だ
け
の
負
担
に
な
っ

て
い
る
か
を
見
ま
す
。

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
入
金
、
い

わ
ゆ
る
公
債
費
の
抑
制
に
よ
り
平
均
よ

り
も
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
緊

急
度
・
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

た
適
切
な
事
業
実
施
に
よ
り
地
方
債
に

頼
ら
な
い
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
16
年
度
決
算
を
も
と
に
、
分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
場
合
、
他
の
市
町
村
と
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
で
、
類
似
団
体
と
い
う
規
模
や
性
質
な
ど
が

似
通
っ
て
い
る
市
町
村
を
一
定
の
類
型
に
し
た
分
類
方
法
を
使
い
ご
紹
介
し
ま
す
。

みなさんから納められた税金や国・県からの補助金が

どのように使われているか、執行状況をグラフや表で紹介します

財政力 

財政力指数　[0.69]

類似団体内順位 

[ 13/67 ]

全国市町村平均 

0.47
三重県市町村平均 

0.54

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.18

1.54

0.53

類似団体内 
最大値 

類似団体内 
最小値 

類似団体内 
平均値 

0.69

玉城町の比率 

財政構造の弾力性 

経常収支比率　[82.2%]

類似団体内順位 

[ 12/67 ]

全国市町村平均 

90.5
三重県市町村平均 

88.9

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

105.9

67.2

86.8
82.2

公債費負担の健全度 

起債制限比率　[8.1%]

類似団体内順位 
[ 26/67 ]

全国市町村平均 

11.2
三重県市町村平均 

10.6

(%)

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

15.2

3.3

8.8 8.1
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■
給
与
水
準
の
適
正
度
（
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
）・・・・・

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公

務
員
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場

合
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
指
数

で
示
し
た
も
の
で
す
。

当
町
で
は
、
職
員
の
給
与
体
系
・
各

種
手
当
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
類
似
団

体
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
現
行

の
年
功
的
な
要
素
の
強
い
給
与
表
の
構

造
を
見
直
し
、
職
務
・
職
責
に
応
じ
た

構
造
へ
の
転
換
を
図
り
、
勤
務
評
価
制

度
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

■
定
員
管
理
の
適
正
度
・・・・・

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、

保
育
所
な
ど
の
職
員
数
が
大
き
く
平
均

よ
り
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の
計

画
で
は
５
年
間
で
８
・
３
％
を
削
減
す

る
目
標
で
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
事
務
の
簡
素

化
・
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
に
よ
り
削

減
に
努
め
ま
す
。

今
、
国
や
地
方
自
治
体
は
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重

な
税
金
な
ど
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
共
に
考
え
事
業

展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
は
、
総
務
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
市
町
村
の
デ
ー
タ
は
、

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
政
策
政
策

評
価
〉〈
地
方
財
政
〉
の
財
政
分
析
表
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

三重県 玉城町 

財政力 

財政構造の弾力性 

公債費負担の健全度 

定員管理の適正度 

給与水準の適正度 
（国との比較） 

将来負担の健全度 

類似団体平均 

玉城町 
※類似団体平均を100とした 
　ときの比率で表した。 

40以下 

60

80

100

120

140以上 

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、 
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。 

人　　口 
面　　積 
歳入総額 
歳出総額 
実質収支 

14,974 
40.95 

4,505,849 
4,397,519 
75,771

人(H17.3.31現在) 
km2 

千円 
千円 
千円 

給与水準の適正度（国との比較） 

ラスパイレス指数　[93.7]

類似団体内順位 

[ 27/67 ]

全国市平均 

97.6
全国町村平均 

93.7
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

100.7

82.1

94.2 93.7

定員管理の適正度 

人口1,000人当たり職員数　[9.08人]

類似団体内順位 
[ 37/67 ]

全国市町村平均 

8.12
三重県市町村平均 

8.82

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

18.86

4.81

8.67
9.08
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任
期
満
了
に
伴
う
玉
城
町
長
選
挙
が
４
月
９
日
行

わ
れ
、
今
後
４
年
間
の
町
政
を
託
す
新
町
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。

選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
投
票
の
内
容

選
挙
当
日
の
有
権
者
数

１
１
、
５
７
９
人

投
票
者
数

８
、
６
４
０
人

投
票
率
　
　
　
　
　
　
　
　

７
４.

６
２
％

◆
開
票
の
内
訳

開
票
し
た
投
票
総
数

８
、
６
４
０
票

内
訳有

効
投
票
数
　
　
　
　
　

８
、
５
７
５
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　

６
５
票

◆
候
補
者
別
得
票
数

（
得
票
順
・
敬
称
略
）

辻
村
修
一
　
　
　
　
　
　
　

４
、
６
７
５
票

吉
川
　
あ
ら
た

３
、
９
０
０
票

お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

5
May

新
町
長
に
辻
村
修
一
氏

第1投票所 

第2投票所 

第3投票所 

第4投票所 

第5投票所 

玉城町全体 

2,598 

3,260 

2,048 

1,754 

1,919 

11,579

1,631 

1,927 

1,233 

1,149 

1,082 

7,022

307 

537 

251 

196 

273 

1,564

14 

14 

6 

15 

5 

54

1,952 

2,478 

1,490 

1,360 

1,360 

8,640

646 

782 

558 

394 

559 

2,939

75.13％ 

76.01％ 

72.75％ 

77.54％ 

70.87％ 

74.62％ 

当日 
有権者数 

当日 
投票者数 

期日前 
投票者数 

投票者数計 棄権者数 投票率 
不在者 
投票者数 

●玉城町長選挙投票確定集計表

当選証書を手に辻村新町長
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町
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

■
子
育
て
教
育
相
談

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ
り
、

問
題
行
動
な
ど
、
日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感
じ
る

小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
　
時

５
月
17
日
（
水
）（
毎
月
第
３
水
曜
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員
　
池
山
哲
也
さ
ん

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
介
護
者
の
つ
ど
い
（
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
）

在
宅
で
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
介
護
を
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
介
護
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
共
有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ

ん
か
。「
こ
の
時
間
を
通
じ
て
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
な

い
介
護
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。」

▼
日
　
時

５
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
内
　
容
　
腰
痛
予
防
策
ス
ト
レ
ッ
チ
（
飯
嶌
久
男
さ
ん
）

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

参
加
費
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
　
T
E
L
（
５
８
）
６
９
１
５
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
　
時

５
月
10
日
（
水
）（
第
２
水
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

宮
川
堤

（
度
会
橋
東
詰
安
全
棟
駐
車
場
集
合
）

▼
内
　
容
　
春
の
遠
足
（
雨
天
中
止
）

▼
持
ち
物
　
各
自
お
茶
な
ど
（
必
要
に
応
じ
て
）

■
５
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
語
り
、
手
遊
び
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時

５
月
19
日
（
金
）（
第
３
金
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
〜

▼
対
象
者
　
０
、
１
、
２
、
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
　
T
E
L
（
５
８
）
６
９
１
５
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

５
月
の
予
定

▼
日
　
程

５
月
10
日
・
24
日
（
水
）

時
間

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

会
場

梅
が
お
か
児
童
館

▼
日
　
程

５
月
17
日
（
水
）

時
間

午
後
４
時
〜
４
時
30
分
　

会
場

さ
く
ら
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子
さ

ん
　
T
E
L
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

５
月
24
日
〜
春
の
行
政
相
談
週
間

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

５
月
24
日
（
水
）
〜
30
日
（
火
）
ま
で
、
春
の
行

政
相
談
週
間
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
期
間
、
30
日
は
保
健
福
祉
会
館
で

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
こ
れ
以
外
は
電
話
で
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。

ご
相
談
は
、
大
橋
正
子
さ
ん
　
T
E
L
（
５
８
）

４
５
４
５
へ
お
願
い
し
ま
す
。

「
行
政
相
談
委
員
」
と
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
て
い
る
民
間
有
識
者
で
、
み
な
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
ま
た
、
ご
相
談

は
無
料
、
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

Tamaki  New Informat ion

ありがとう手帖

●３月25日、京セラ労
働組合玉城部会のみな
さん250人に、田丸城
跡周辺の清掃ボランテ
ィア作業を行っていた
だきました。

●（有）みえツアーズ様から、町社会福祉協議会へ３
万円をお寄せいただきました。

●医療法人白奉会 中嶋医院（中嶋竹蔵）様から11万
円を、外城田保育所へお寄せいただきました。

●黒井　満様（松阪市）から福祉事業にと３万円を
お寄せいただきました。
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［ 町内版 2］

結
核
患
者
の
発
見
率
の
低
い
若
年
層
か
ら
、
比
較

的
発
見
率
が
高
い
高
齢
者
に
移
す
等
の
結
核
予
防
法

の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
平
成
17
年
度
よ
り

対
象
者
の
年
齢
を
改
め
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

結
核
検
診
　
　
検
診
日
当
日
に
65
歳
以
上
の
方

肺
が
ん
検
診

検
診
日
当
日
に
40
歳
以
上
の
方

※
職
場
な
ど
で
検
診
の
機
会
の
な
い
方
が
対
象
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
料
　
金

３
０
０
円

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
１
回
分
の
料
金
で
す
）

（
喀
痰

か
く
た
ん

検
査
は
さ
ら
に
５
０
０
円
必
要
で
す
、
容

器
は
検
診
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）

た
だ
し
、
検
診
当
日
に
70
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
　

護
の
方
は
無
料

▼
持
ち
物
・
ハ
ガ
キ
（
事
前
に
郵
送
し
た
も
の
）

検
診
当
日
は
、
ハ
ガ
キ
裏
面
を
ご
記
入

の
う
え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
健
康
手
帳

※
喀
痰

か
く
た
ん

検
査
と
は
…
肺
が
ん
の
細
胞
を
さ
が
す
検

査
で
す
。
痰
（
血
痰
が
）
が
出
る
方
、
喫
煙
し
て
い

る
方
な
ど
に
お
勧
め
し
ま
す
。（
３
日
間
朝
一
番
の

痰
を
容
器
に
入
れ
て
、
５
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先

玉
城
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師

玉
城
町
佐
田
８
８
１
番
地

T
E
L
（
５
８
）
７
３
７
３

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
い
じ
め
・
差
別
・
隣
人

関
係
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
　
時

６
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

詳
し
く
は
、
町
税
務
住
民
チ
ー
ム

T
E
L
（
５

８
）
８
２
０
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

5
May

平
成
18
年
度
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）
の
お
知
ら
せ

５
月
８
日（
月
） 

５
月
９
日（
火
） 

５
月
10
日（
水
） 

５
月
11
日（
木
） 

５
月
12
日（
金
） 

午前 ９時30～10時00分 サークルＫ（玉城野篠店）前  

 10時10～10時50分 蚊野公民館             

 　　 11時00～11時50分 原公民館             

 　　 12時00～12時20分 積良倉庫前             

午後 １時30～１時50分 下田辺東山端JR踏切北側          

 ２時00～２時20分 田辺茶屋公民館 

 ２時30～２時50分 朝久田公民館             

午前 ９時30～10時00分 山田寺前（山神） 

 10時10～10時40分 矢野公民館             

 10時50～11時10分 玉城苑公民館 

 11時20～12時00分 勝田新倉庫前  

午後 １時30～１時50分 岡出農村公園前 

 ２時00～２時40分 伊勢農協玉城支店 

 ２時50～３時10分 妙法寺（藤田化工様前）  

 ５時00～７時00分 保健福祉会館   

午前 ９時30～10時00分 中央公民館             

 10時10～10時30分 上玉川倉庫前             

 10時40～11時10分 日向公民館         

 11時20～11時50分 世古（飯島久男様前） 

午前 ９時30～９時50分 井倉寺前             

 10時00～10時20分 長更公民館             

 10時30～10時50分 久保（千引神社前）             

 11時00～11時20分 中楽公民館             

 11時30～12時00分 田丸駅前             

午後 １時00～１時40分 役場前             

午前 ９時30～10時00分 岩出寺前             

 10時00～10時30分 中角公民館             

 10時40～11時00分 宮古公民館        

 11時10～11時30分 冨岡公民館            

午後 １時00～１時30分 山岡ごみ集積場             

 １時40～２時10分 曽根集荷場             

 ２時10～２時40分 伊勢農協下外城田店             

 ２時50～３時20分 新田町公民館             

 ５時00～７時00分 保健福祉会館             

 

時　　間 場　　所 月日 

結核・肺がん検診日程表 
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18
年
度
の
基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
と
も
な

い
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
介
護
予
防
健
診
を
基
本

健
康
診
査
に
追
加
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

T
E
L
（
５

８
）
７
３
７
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Tamaki  New Informat ion

玉
城
町
職
員
人
事

４
月
１
日
付

●
役
場

議
会
事
務
局

事
務
局
長
　
大
南
友
敬
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
総
轄
）

病
院
老
健
チ
ー
ム

統
轄
　
田
間
宏
紀
（
総
務
チ
ー
ム
公
室
政
策
推
進
責
任
者
）

税
務
住
民
チ
ー
ム

統
轄
兼
課
税
収
税
責
任
者
　
林
　
裕
紀
（
同
責
任
者
）

●
保
育
所

田
丸
保
育
所

総
括
主
任
　
北
岡
妙
子
（
有
田
保
育
所
総
括
主
任
）

保
育
士
　
　
下
村
　
緑
（
下
外
城
田
保
育
所
保
育
士
）

外
城
田
保
育
所

総
括
主
任
　
守
野
敦
子
（
有
田
保
育
所
保
育
主
査
）

保
育
主
査
　
清
水
ま
み
（
田
丸
保
育
所
保
育
主
査
）

准
看
護
師
　
山
口
洋
子
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
准
看
護
師
）

有
田
保
育
所

総
括
主
任
　
中
田
恵
子
（
外
城
田
保
育
所
総
括
主
任
）

保
育
士
　
　
岩
佐
早
百
里
（
田
丸
保
育
所
保
育
士
）

下
外
城
田
保
育
所

保
育
士
　
　
梅
田
な
ぎ
さ
（
外
城
田
保
育
所
保
育
士
）

●
栄
養
士

外
城
田
保
育
所
栄
養
士

間
柄
ま
ゆ
み
　
　
　
　
　
（
生
活
福
祉
チ
ー
ム
栄
養
士
）

生
活
福
祉
チ
ー
ム
管
理
栄
養
士
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

犬
丸
眞
弓
　
　
　
　
　
　
　
（
外
城
田
保
育
所
栄
養
士
）

●
調
理
員

田
丸
小
学
校
　
　
　
北
岡
明
子
（
下
外
城
田
小
学
校
）

同
　
　
　
　
　
　
下
村
彰
子
（
下
外
城
田
保
育
所
）

外
城
田
小
学
校
　
　
廣
川
か
よ
子
（
田
丸
小
学
校
）

有
田
小
学
校
　
　
　
竹
郷
政
子
（
下
外
城
田
小
学
校
）

下
外
城
田
小
学
校
　
竹
郷
喜
代
子
（
玉
城
中
学
校
）

下
外
城
田
小
学
校
　
中
陽
す
み
子
（
有
田
小
学
校
）

玉
城
中
学
校
　
　
　
北
岡
和
美
（
有
田
保
育
所
）

同
　
　
　
　
　
　
尾
藤
　
照
（
田
丸
小
学
校
）

同
　
　
　
　
　
　
中
西
一
二
三
（
田
丸
保
育
所
）

田
丸
保
育
所
　
　
　
平
　
清
美
（
玉
城
中
学
校
用
務
員
）

同
　
　
　
　
　
　
池
之
山
典
子
（
外
城
田
保
育
所
）

外
城
田
保
育
所
　
　
清
水
久
子
（
有
田
小
学
校
用
務
員
）

有
田
保
育
所
　
　
　
辻
口
幸
美
（
田
丸
保
育
所
）

下
外
城
田
保
育
所
　
古
尾
恵
子
（
外
城
田
小
学
校
用
務
員
）

●
用
務
員

玉
城
中
学
校
　
　
小
林
恵
美
子
（
田
丸
小
学
校
用
務
員
）

●
新
規
採
用

保
育
士
（
田
丸
保
育
所
）

森
　
由
希

保
育
士
（
有
田
保
育
所
）

東
川
奈
央

看
護
師
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）
藤
原
明
菜

看
護
師
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）
吉
田
明
美

看
護
師
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）
奥
本
亜
紀
子

介
護
員
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）
河
合
重
和

介
護
員
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）
藤
本
友
香

介
護
員
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）
中
西
智
也

●
退
職
　
３
月
31
日
付

内
山
仁
志
（
議
会
事
務
局
長
）

西
田
　
近
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
統
轄
）

辻
井
清
和
（
農
林
商
工
チ
ー
ム
ア
ス
ピ
ア
玉
城
支
配
人
）

尾
崎
は
る
美
（
田
丸
保
育
所
総
括
主
任
）

辻
は
る
み
（
外
城
田
保
育
所
准
看
護
師
）

矢
土
直
美
（
外
城
田
小
学
校
調
理
員
）

吉
田
ま
す
み
（
玉
城
中
学
校
調
理
員
）

小
林
徳
子
（
玉
城
中
学
校
調
理
員
）

集団健診（65歳以上の方限定） 個別健診（40歳以上の方） 

日　程 

時　間 

 

５月20日（土）下外城田小学校 
５月21日（日）外城田小学校 
５月27日（土）有田小学校 
５月28日（日）田丸小学校 
時間は、午前９時30分～11時30分 

1,000円（70歳以上の方は無料） 

７月１日（土）～10月31日（火） 

の４か月間 

 

場　所 

料　金 

内　容 

各小学校の体育館 町内医療機関 

問診、身体計測、血圧測定、検尿、各種の血液検査、心電図など。 

65歳以上の方はこれに加えて、基本チェックリスト（問診表の記入）、理学的検査（口腔

内の状況を含む）、などがあります。 

希望者（自己負担有り）に、肝炎ウイルス検査（Ｃ型・Ｂ型） 

（これまでに肝炎ウイルス検査を行った方は、対象とはなりません） 

時間は、各医療機関によって異なり 

ますので、詳しくは「広報たまき」 

６月号をご覧ください。 

※かかりつけ医が町内にある場合は、か

かりつけ医での個別健診をおすすめし

ます。 
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［ 町内版 3］［ 広域版 1］

平
成
18
年
度

介
護
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

在
宅
介
護
の
方
法
や
コ
ツ
を
学
ぶ
と
共
に
、
介

護
者
同
士
の
交
流
を
目
的
に
介
護
教
室
を
次
の
よ

う
に
開
き
ま
す
。
現
在
、
介
護
を
し
て
い
な
い
方

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

偶
数
月
の
第
４
日
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
　
所

玉
城
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
室

▼
講
　
師
　
大
西
　
道
子
さ
ん
ほ
か

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
T
E
L
（
５

８
）
７
３
７
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
立
玉
城
病
院
で
女
性
技
師
に
よ
る

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
の

個
別
検
診
を
実
施

乳
が
ん
は
、
乳
房
に
あ
る
乳
腺
に
発
生
す
る
悪

性
腫
瘍
で
す
。
発
生
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
深
く

関
わ
っ
て
お
り
、
食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
が
影
響
し
、
乳
が
ん
に
か
か
る
方
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
年
に
１
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
検
診
日

▼
対
象
者
　

40
歳
以
上
の
女
性

（
40
歳
未
満
の
方
は
乳
腺
が
発
達
し

て
い
る
た
め
、
超
音
波
検
診
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
）

▼
自
己
負
担
金

７
０
０
円

（
集
団
検
診
と
同
じ
で
す
。
70
歳
以
上

の
方
は
無
料
）

▼
申
込
み
先
、
問
合
わ
せ
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
検
診
日
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

T
E
L
（
５
８
）
７
３
７
３

古
文
書
学
習
交
流
会
開
催

第
８
回
古
文
書
学
習
交
流
会
を
次
の
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

５
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
場
　
所

町
中
央
公
民
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

▼
内
　
容

近
隣
市
町
の
愛
好
者
ら
が
一
堂
に
会

し
、
当
地
の
古
文
書
資
料
を
参
考
に
、
読
み
、
知
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
同
時
に
町
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

な
お
、
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
５
月
15
日
（
月
）

ま
で
に
同
交
流
会
世
話
人
代
表
の
鈴
木
宏
二
さ
ん

T

E
L（
５
８
）３
６
７
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
開
催

宮
川
流
域
下
水
道
の
終
末
処
理
場
の
一
部
が
完

成
し
ま
し
た
。

▼
日
　
時

５
月
27
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
場
　
所

伊
勢
市
大
湊
町
１
１
２
６

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

T
E
L
（
３
６
）
３
８

４
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

5
May

６月25日（日） 

８月27日（日） 

10月22日（日） 

12月17日（日） 
※第３日曜日 

平成19年 
２月25日（日）  

清潔のお世話を学ぶ 

体に障害のある方への衣服の 
着脱介助の方法 

安楽な体位と起こし方について 

車イスの移乗介助と移動介助に 
ついて 

日　程 内　容 

排泄の介助 

＜年間の予定＞ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９日・16日・23日・30日 

６日・13日・20日・27日 

４日・11日・18日・25日 

１日・８日・22日 

13日 

10日 

８日 

12日 

月 毎週火曜日 土曜日 

▼
検
診
受
付
時
間

火
曜
日：

定
員
６
人

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

土
曜
日：

定
員
12
人

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

町
立
玉
城
病
院

▼
検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る

２
方
向
撮
影
・
自
己
検
診
に

つ
い
て
の
指
導

県政だより　訂正
県政だより５月号13ページ「各種相談窓
口の紹介」記事中、「人権相談に関する窓口」
の見出しが抜ける間違いがありました。同
ページ右段上に、「人権相談に関する窓口」
を追加しご高覧ください。お詫びします。



城あとに夢を築くまち たまき　2006-5

18

三
交
バ
ス
が
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
経
由
と

な
り
ま
し
た

現
在
、
町
役
場
前
か
ら
伊
勢
市
駅
前
ま
で
の
間
を

運
行
し
て
い
る
三
交
バ
ス
玉
城
線
は
、
４
月
か
ら
時

刻
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
路
線
が
延
長
（
Ｊ
Ｒ
田

丸
駅
経
由
）
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
路
線
は
、
三
交
伊
勢
志
摩
交
通
（
株
）
が
経

営
上
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
重
県
（
第
三

種
生
活
路
線
維

持
補
助
金
）
・
市

町
（
伊
勢
市
、
玉

城
町
）
が
補
助
し

運
行
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
県
の
補
助
は
平

成
16
〜
18
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

Tamaki  New Informat ion

6

番組予定　 4月25日～5月24日
知っ得、納得 (1時間に2回放送)

8 特別番組

9 知っ得　納得

10 ビデオレポート

11 特別番組

0 ビデオレポート

1 知っ得　納得

2 特別番組

3 ビデオレポート

4 知っ得　納得

5 特別番組

6 ビデオレポート

7 知っ得　納得

8 特別番組

9 知っ得　納得

10 ビデオレポート

11 特別番組

0 ビデオレポート

1 知っ得　納得

2 番組終了

7 ビデオレポート
(前回分は今回分後に放送)

番組に関するお問い合わせ…

総務チーム広報CATV  TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…

（株）アイティービー制作部 TEL 27-0700

議会放送
（議会終了まで）

翌週録画

議会放送
（議会終了まで）

翌週録画

注
意：

番
組
は
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

議会放送（終了まで）
町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午前9時から再放送をします。

ビデオレポート（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝2週間）

特別番組（毎月1日、16日に更新）
行政・広報番組、特別編集番組など。

知っ得　納得（毎月5日、20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなどをする。

【 4月22日～】
・玉城町長選結果　　・春の交通安全運動
・カラフルらいおん　・保育所の様子など

【 4月29日～】
・玉城町消防団初任者訓練
・第２回病院まつりダイジェスト
・０・１ひろば
・玉城町長初登庁

【5月6日～】
・保育所の様子など

【5月13日～】
・ＧＷちびっこまつり（アスピア玉城）など

【～4月30日まで】
・消防団活動ビデオ（ FIRE FIGHTING SPIRITS）

【 5月 1日～】
・未定

【 5月16日～】
・第２回病院老健まつり

【4月20日～】
・平成16年度の決算と平成18年度の予算

【5月 5日～】
・浄化槽の維持管理について

【 5月20日～】
・便利なホームページ

玉城線田丸駅前時刻表
（平日時刻）

伊勢市駅前 
行き 

玉城町役場 
行き 

6：26 
7：23 
8：30 
9：37 
11：26 
12：45 
14：29 
15：50 
17：06 
18：23

 
7：14 
8：22 
9：30 
11：19 
12：38 
14：22 
15：44 
17：00 
18：14 
19：16
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Mie Tamaki Town
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広報たまきは再生紙を利用しています

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務チーム TEL 58 - 8200
●税務住民チーム TEL 58 - 8201
●生活福祉チーム TEL 58 - 8203
●上下水道チーム TEL 58 - 8207
●建設チーム TEL 58 - 8205
●農林商工チーム TEL 58 - 8204
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●青少年電話相談 TEL 58 - 4108
■病院老健チーム
玉城病院 TEL 58 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
・訪問看護ステーション TEL 58 - 8117
・訪問介護 TEL 58 - 8117
・在宅介護支援センター TEL 58 - 8822
・居宅介護支援事業所 TEL 58 - 8822
■健康管理センター TEL 58 - 7373
（地域包括支援センター）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
（夜間） TEL 58 - 8181
居宅介護支援事業所 TEL 58 - 6915
夢工房たまき TEL 58 - 7696

■中央公民館 TEL 58 - 6331
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
ふるさと味工房 TEL 58 - 8686

■さくら児童館 TEL 58 - 8527
■梅がおか児童館 TEL 58 - 8345

休日・夜間当直室
TEL 58-8213

職員の出迎えを受け４月19日、辻村修
一町長が初登庁されました。
（就任あいさつは次号に掲載いたします。）

◆人の動き（平成18年３月31日現在）
●人口 15,034人（＋２人）
●男 7,316人（ー９人）
●女 7,718人（＋11人）
●世帯数 4,746世帯（＋13世帯）
（ ）は２月28日以降の増減

今月の表紙

表紙撮影：広報たまき編集委員会　上村幸弘

いきいきクラブ

5月15日（月）・6月5日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　40歳以上の方
内容　手遊び、簡単な体操、健康御師による体操など

行政・心配ごと相談

5月10日（水）・20日（土）・30日（火）
時間　午後1時～3時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員、民生委員、人権擁護委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

町税など納期のお知らせ
町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。納期は次のとおりです。

●国民健康保険料（第2期）…………5月31日（水）
●介護保険料（第2期）………………5月31日（水）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

●軽自動車税 ………………………5月31日（水）
お問い合わせは、町税務住民チームへ

1歳6カ月児健康診査

5月10日（水）
受付時間　午後0時50分～1時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成16年9月16日～10月31日生まれのお子さん、または前回未受診

の方　＊該当児には、個人通知します

乳幼児相談

5月11日（木）
受付時間　午前10時～11時30分

場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～未就園のお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください。

5月25日（木）
受付時間　午前10時～11時30分

午後1時～2時30分

毎月20日は介護相談の日

時間　午後１時30分～４時
場所　健康管理センター
お問い合わせは、健康管理センターへ

青少年電話相談

5月18日（木）、25日（木）
時間　午前10時～午後３時

TEL (58) -  4108
ヨ イ オ ヤ

お問い合わせは、町教育委員会へ

7カ月児相談

5月11日（木）
受付時間　午後1時～2時
場所　町保健福祉会館
対象　平成17年10月1日～10月31日

生まれのお子さん
内容　身体計測、問診、離乳食相

談、育児相談
お問い合わせは、健康管理センターへ

にこにこサロン

5月8日（月）・15（月）・
22日（月）・29日（月）
場所　梅がおか児童館
時間　午前10時30分～11時30分
内容　お母さんたちの交流、情報交

換・自由遊びなど

0.1ひろば

5月17日（水）
内容　親子エアロビクス
場所　さくら児童館
時間　10時30分～11時30分
＊ご希望の方は、さくら児童館へ予約してください。

健康相談

5月17日（水）
時間　午前9時30分～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
内容　血圧測定、検尿など
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